



























A Study on American Law









































































































































































































































































































































































順位 大学院名 受験者数 合格者数 合格率
１ 慶応義塾 354 202 56.78
２ 東京 357 197 55.18
３ 一橋 123 67 54.47
４ 京都 246 129 52.44
５ 愛知 28 12 42.86
６ 首都大東京 96 37 40.63
７ 中央 442 177 40.05
８ 早稲田 479 184 38.41
９ 千葉 65 24 36.92
10 神戸 125 46 36.80
11 大阪 140 51 36.43
12 名古屋 120 40 33.33
12 北海道 150 50 33.33
14 大阪市大 106 35 33.02
（10）　來生新、川島淸嘉　前掲書　p.238
（11）　『ビジネス弁護士大全2011』　日経ＢＰ社　2010年　p.7
順位 事務所名 弁護士 外国弁護士 合計
1 西村あさひ法律事務所 464 14 475
2 長野・大野・常松法務所 330 11 341
3 森・濱田・松本法律事務所 293 12 305
4 アンダーソン・毛利法律事務所 291 11 302
5 TMI総合法律事務所 227 11 238
6 東京青山・青木・狛法律事務所 116 48 164
7 伊藤　見富法律事務所 45 71 116
8 シティーユーワ法律事務所 111 2 113
9 弁護士法人　大江法律事務所 95 7 102
（12）　來生新、川島清嘉　前掲書　p.238
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